
「松本千代栄研究 舞踊発想と音楽」

安 村 清 美(鎌 倉女子大学)・大鋸 桂 子(舞 踊文化と教育研究の会)・岩 川 眞 紀(駿 河台大学)

1.研 究目的

舞踊 と音楽の連合は, 舞踊文化が本来的に抱え

る命題の一一つである。同様に, 舞踊教育にとって

も, この本質的な問題の解明は, 対象者の発達特

性を明らかにすることと共に, 欠かすことので き

ない事柄であろう。

本研究は, 我が国に於いて, 舞踊教育を推進 し

た研究 ・教育者であ り, 舞踊と音楽について 『運

動 と音楽は, 運動に伴 う音楽, 謂る伴奏としての

音楽ではなく, 運動 という人間存在の生の形成を,

常に流動的に, 生命ある形式として覚醒させる起

爆剤として働 くものであ り, 身体運動の有機的統
一と音運動の有機的統一が, 互いにひきあい, 互

いにはじきあいつつ, より白熱の溶融の中に新 し

く 「生」形式を生誕させる出会いの両者』')とみる

松本が, 舞踊発想 と創作のための音楽として, ど

のような内容を選択 し, その解釈を提出したのか

を明らかにすることを目的とする。

1.研 究対象と研究方法

1.研 究対象

舞踊教育, 作品のために創案 ・制作された
レコー ド・CDお よび解説

(1)楽 曲数 レコー ド178枚410曲

CD10枚121曲

再収録を含む 計531曲

(オリジナル曲266曲)

(2)制 作 ・発売年月と楽曲数

2.研 究方法

(1)上 記1, レコー ド・CDの タイ トルおよび解

説の分析(楽 曲の解釈 を含む)

(2)創 案者 ・制作 者 ・作 曲家 に対す るイ ンタ

ヴュー

皿.研 究結果と考察

1.舞 踊発想-作 曲-制 作の手続 き

(1)創 案者

研究対象曲は, いずれも松本によって創案, 発

想が提出されている。創案者松本 は, 舞踊のため

の創案, 発想 を生むための本研究に関わる資質お

よび業績 として次のような履歴 を有 している。

まず, 幼少 より, 仕舞2)・箏曲を習い 日本的な

表現に接 し, 昭和12年 東京女子高等師範学校体育

科に進学, 体育 ・音楽 ・教育を修め, 舞踊を戸倉

ハル, 音楽を宅孝二に師事する。 「第3回 体育科

音楽試演会」(筆 註: 卒業公演にあたる)で は,

選ばれてピアノ独奏, モーッアル ト協奏曲変ホ長

調第一楽章を演奏3)した。

昭和16年4月 ～18年3月, 21年4月 ～27年3月

の奈良女子高等師範学校附属小学校教諭時代は,

ピアノの即興伴奏による創作 ダンス指導を行い,

子供の動 きと音楽 ・リズム ・発想 との関連を研究

的, 経験的に蓄積 していった。この間, 昭和18年

4月 には舞踊研究のために東京女高師研究科にも

どっている。

東京教育大学(昭 和27年4月 ～)着 任直後より,

積極的に舞踊発想を創案, レコー ド化 し, また,

体操競技会において当時の学生である小野清子 ・

曽我部和子両選手の床運動で, ピアノ即興伴奏 を

行 うなど, 自身の演奏 も手がけている。昭和32年

の著書 「舞踊美の探究」4)では,『表現 と効果』『発

達 と指導』の章を設け, 音楽 ・リズム ・即興伴奏

について論 じ, 表現の題材については, 分類基準

と調査結果を報告 し実証性を持って発達 をみてい

る。

お茶の水女子大学(昭 和46年4月 ～)で は, 教

育学科表現体育学専攻(後 の舞踊教育学科)を 創

設, 大学教育の場に舞踊教育 と研究を位置づけた。

この間の著書 「表現ダンス学習指導全書翌(昭 和

55年)で は, 創作の体系化を論 じ,「表現の世界」6)

(昭和60年)で は, 運動課題 ・イメージ課題双方

からの舞踊表現への接近を説いている。同年の最

終講義 「ひと流れの動 きに生命あ り と」にお

いて, 松本が舞踊の核心 とみなした, 動 きと音楽

の融合の中に生まれる最小限のまとまりに表現の

本質をみていることと, 課題化の共通性 をここに

みることができる。この期の, 舞踊作品創案とし

て, In Spring GIory『栄光の春の日に』(昭和50年,
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楽曲も同名)な どがあ り, エ リザベス女王陛下に

献呈された。

また, 内外 における レクチャー ・デモンス ト

レーション7)においても舞踊 と音楽に関する数々

の発表をしている。例 えば昭和48年 イランにおけ

る国際女子体育会議では, 自身の創案による 『情

調 ・抽 象 ・所 作 』 の楽 曲 をもって Dance as a

Guide fbr Creative Ability を発表, 昭和54年 全 日

本女子体育実技研究発表会では, 松本の企画 ・司

会により 「舞踊音楽」 と題 し, 宅孝二のピアノ演

奏 と舞踊家4名 によるコラボレーションを行うな

ど, 創作法 と作品化の構想 と事例を提出している。

(2)創 案 と作曲家

舞踊発想に基づ く創案を, 楽曲として具体化す

るためには, これを理解 し作曲する作曲者が大き

な役割を持つ。

昭和28年 から平成5年 までの間, 作曲に携わっ

た作曲家は28名 を数 え(表1), 当初10年 間には,

平井康三郎, 冨田 勲, 宅 孝二, 草川 啓の作

品が多い。その後, 越部信義, 安達元彦, 三木 稔,

小森昭宏, 佐藤允彦, 久石 譲などとも多 く仕事

をしている。 作 曲家 の越 部信義氏 は, インタ

ヴューに答え8), 『舞踊発想(題 名 と展開予想)が

はっきりと示 された作 曲依頼に対 し, 制約の範囲

内で, 内容や強調点, 対象, 雰囲気など依頼に忠

実に相応 しいものをつ くろうと心掛けて』お り,

JASRAC9)60年 の作曲者部門 ・特別賞受賞の思い

出の曲に 「おもちゃのチャチャチ ャ」などとなら

んで, 特に 「松本千代栄ダンスシリーズ」 を挙げ

ている。数多い作曲の中で, "ダ ンス"を 核 とし

た創案 は, 作曲家にとっても, その内包するイ

メージ, 音楽性(リ ズム, 反復性など)に 刺激 と

共感を呼んだものと考えられる。

創案者の多岐に亘る発想を受けとめる, 多 くの

作曲家の個性の存在が, オリジナル曲266曲 の幅

をさらにひろげるものとなったと考えられる。

(3)制 作過程

レコー ド・CDの 制作過程'o)は, 次の ようにな

される。

創案者は, 楽曲のための創案, 発想を制作者の

理解 ・協力のもと, 作曲家に提示 し, これを受け

て, 作曲の試作がなされる。試作の視聴後, 必要

に応 じての試技で動 きや発想の理解を深め, 吹き

込み-完 成 という手順が踏まれ, 創案者は, この

楽曲を再認するかたちで解説を執筆, 以上をもっ

て制作完成 となる。(制 作者乏は, レコー ド製作

を担当する企業側の責任者)

企画一制作一完成のどの手順 も, 創案-作 曲一

制作者の密なコミュニケーションの上に, 動きの

発想 と音楽の関連性に着目した丁寧な楽曲づ くり

が成されているとみることがで きる。

表1)作 曲者一覧-年 代別楽曲数

()は 再収録曲数を示す
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表2) 創案曲のタイ トル分類一覧

レコ-ド ・178枚(410曲)-CDlO枚(121曲) 計531曲 オリジ ナル 曲(266曲) 再 収録 曲(141曲)
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潔 -発達別の他欄に記載されている再収録曲 協力者 水谷(山田)光 相唱ア 川ロ千代
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2.創 案の内容

(1)創 案曲のタイ トル分類

創案曲のタイトルを自然, 生活事象, 思想 ・感

情 ・抽象, その他の分類 にしたがって発達別に分

類, 考察する。(表2, 表3)

幼 ・小(低)は, 動物 ・植物, 遊び ・スポーッ,

人 と生活の順に頻度が高 く, 模倣的な動 きを曲の

感 じと重ね合わせて表現できるよう企図されてい

ると考えられる。例えば,「てんとう虫ときのこ」11)

では,『 …子供の興味ある動物をとらえてお話 を

すすめましょう。…子供たちの興味を良 く知るこ

とがたいせつです。』12)と, 発達を考慮 した題材選

択の視点を挙げ, さらに 『小 さいこどもたちは,

くりかえしを好みます。…この音楽は, そのよう

な子供達のために, 好きなお話 をつ くって, 自由

につかえるようになっています。』'3)と, 音楽の構

造特性 と子供の動 きの傾向との関連についてもふ

れているQ

小(中 ・高)は, 人と生活, 自然現象, 科学物

質, 動物 ・植物の順で頻度が高 く, 夢 ・物語, 遊

び ・スポーツの領域にも拡が り, 生活経験や, 学

習内容の拡が り・深まりと対応 して, 題材選択の

幅 も拡大するものと考えられる。例えば,「 生活

のスケッチ」14)では, 『…子供達には, 日常の経験

をとりあげて表現 させ… 日常の生活で誰でも経験

するような題材をとらえて, グループ活動を上手

に…』15)と指示 し, 「自然の威力」16)では, 『音楽を

聴かせて, 児童が 日常経験 している, 自然の威力

を思い浮かべ させ…表 し方は, たんに, 外形の描

写だけに止まらず, どんな気持ちでそれを表 した

らよいか感情をしっか りとらえ…』17)と, 経験や

自然現象を, 描写 と感情 をかけあわせた動 きの開

発の方向 も示唆 している。

中 ・高 ・一般 では, 思想 ・感情の頻度が高まり,

例えば 「私たちの詩集」18)では, 『表現 は, 心の流

露で無 くてはならない。青年期の激 しい感情の波

を, このような形で, はきださせ, 触れ合いを作 っ

て…』19)と, 詩, 音楽, 動 きの相互作用の中から導

き出される感情の発露としてのダンスを提示 して

いる。また, 次に多い自然現象でも, 「水の点描」鋤

に代表されるように, 『描写的で, しかも美 しい

この音楽』21)と, 描写(雨 だれ, 波紋, 水 しぶき)

的動 きの表現から, その動 きが内包する質的特性
一 『静かなのんび りした(夜 明け, 回想), 時に

激 しく, 時にやわらかく(嵐 反抗)』22)-からわ

き出す内面性へも言及 している。つまり, この期

の発達特性として, 描写, 写実的表現 を経過 して,

感情, 感覚的表現が実現されると考えられる。

さらに, 「舞踊創作 のためのエチュー ド」23)シ

リーズでは, 動 きのフィー リング ・パ ターン, フ

レーズ, デザイン, デッサン, コンポジションと,

動 きの質からまとま りのある表現へ と, 舞踊運動

の特質を抽出し生かす内容から, 作品へ結びつ く

ような楽曲づ くりが成 されている。また, 「ダン

ス学習法」24)シリーズでは, 課題学習へ とつなが

る楽曲を提出し, イメージと動 きの双方向性をも

つ, 舞踊創案であることも, タイ トル分類からう

かがえる。いすれも, それぞれの時期の, 創案者

による舞踊構造や指導法研究の成果 を還元 したも

のということがいえよう。つまり, 実証性 を踏ま

えた創案をもって, レコー ド, CDの 制作がなさ

れたといえよう。

表3)題 材領域別 ・発達別グラフ

総曲数531曲
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(2)創 案解説の形式

創案解説の形式 として資料1, 解説凡例A, B,

Cに みるように, A一 楽譜と記述, B一 記述, C
一写真 と記述の三種に分類することができる。

Aで は, 楽譜の中に"の っそ りと""ピ ョン

ピョンピョン"な どのように, 動きの質やイメー

ジが書き込まれ, 短い中に特徴を持ち変化のある,

創案者の要求に沿った写実的な作曲がなされてい

ることがわかる。また, "指導のためのヒン ト"

には, 四つのパー トごとに動物の例を挙げると共

に 『…音楽のきれめに短い話をいれて, 一連の物

語 になるように…』25)と解説 し, 一つのイメージ

に固定されることなく, 子供たちが音楽から受け

取る感 じによって動 きをひろげることが可能であ

ることを示唆 している。

Bに は, "表現の手引 き一指導のためのヒン

ト"26)"動 きのヒントー はこびのヒン ト"27)ある

いは, 舞踊の構造 と要素28), 課題29)の種類が表記

されているものが分類される。音楽による感性的

発動から, 動 き, イメージ, まとまり, はこびを

関連させなが らの言語の解説一 ダンスへの接近が

試みられている。

Cは, 他の芸術領域(絵 画, 彫刻, 生花など)

の写真や, 実際に踊 られた写真 を記述30)と共に掲

げている。言語での解説にプラスして, 聴覚刺激

である音楽 と共に, 視覚から受けるインスピレー

ションをも働かせ, 舞踊のより総合的な表現に接

近するよう考えられているといえよう。さらに,

凡例Cの 解説にみるように和楽器(琴, 鼓, 琵琶,

尺八, 篠笛, 拍子木な ど)の 使用, 早い時期 の

モーグ ・シンセサイザーの使用 もみられ, 洋楽器

とは異なるリズムを感受し生かす機会をもうけて

いる。

資料1)
〈解説凡例A>

動 物 薗A
の っそ りと 李 井 康 三郎 作曲

B Allegro

凡例 の このパー トは,『 ファゴ ッ ト, チェロ, バ ス, ピアノの

低 温でゆ っ くりと…』 と解説 され, 他 のパー トも例 えば 『へ び
一一低音部の半音階的進行 は, に ょろに ょろと這い 出 した…, ト

リルは火の ように赤 い舌 を…, はつかねずみ一 クラリネ ット, 

ビオ ラ, ピアノが奏す る速 い十六分 音符の動 きは…, ピチ カー

トは…』の ように楽曲 とイメージ, 動 きの関連 が示 されてい る。

(昭和28年)

なお, 凡例Aに は, AK281～AK561(昭 和28年 ～昭和32年)ま

でが, 含 まれ る。

〈解説凡例B>

(昭和52年)
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大 昔 の 生 活
1.表 現 の 手 引

2-指 導のためのヒント
(1)社 会科の学習と関連し、農築や狩猟をして、いきていた素朴な人間

のくらし、のいろいろな場面をとり上げて妥現させる, 単に, 外形的
な表現にとどまらず」素朴な生活の, 行事の中にこめられた人々の喜

びや悲しみや願いや祈り, をこめて表現できるようにする。
表現を壺して、人問の生活のいろいろに関心をふかめるようにする。

(2)グ ル-プ でまとめるか.ま たにグループは部分を分旭して馳学級全
体験で1つ の粛風にまとめてもよい。

(昭和36年)

(昭和56年)

〈解説凡例C>

III.情 調 ・抽 象 ・所 ず 巨 〈フ ィー リング ・パ ター ンニ 形 態>3'49"

動 きのもつ基本的な感情的性質-動 きの感情価をつ

かませる練習。 ここでは、曲線の動きがもつ情調的性質、

直線の動 きが もつ非日常的性質、それに対 して、平常的

な動作を舞踊的にかえる日常的性質の三つの性質を選び

出 した。

指導のための ヒン ト

1-小 グループをつ くり、曲線的(直 線的 ・所作的)な

動きをそれぞれ感 じあいなが ら行わせる。

2--つ の動 きをきめて、群による変化 を試みる。

3.1群 が主となる動 きをくりかえし、他群が、それに

調和する動きを次々と試みるなど、デッサ ンをする。

4-主 題をきめて行 う。

(例)「 いけ花」(曲 ・直)、「作業」(所 作)

5-個 人あるいは2人 で、音楽にのって、曲直のデッサ

ン、所作のデ-7サ ンを行 う。

6-み つけた動きを反復しながら、どの程度原型をとど

めなが ら変えていけるか、いろいろなバ リエーション

を試み る。

7-身 体の 面、 形 などの もつ感 情的性 質 をみい だす よ う

に、 条 件 をか え て試み、 かつ、 互 いに観 て確 かめ あわ

せ る。

8-所 作 では、 特 に、 どこ を強調 し、 どこ を捨 て るか、

原 型の-1ズ ム をど う強 化す るかに 注意 させ る。

注 意

十三絃 ・十七絃 箏 の グ リーツサ ン ドと巡礼 鈴 ・風鈴の

音に よ って導 入 され、「情 調」の 部分 は、 箏 の リ ズムに

の-)ソ プ ラ ノのヴ ォ カリーゼ で奏 され る。 フ レー ズの

区切 りに、 み こ鈴 ・巡礼 鈴 ・風鈴が 奏 され る。「抽 象」

は、 きは だ ・びん さ-さら ・銅羅 ・祭 太鼓 のわ く打 ち、

シ ンバ ルな どの鋭 いア タ ック と、尺 八の 激 しい ソラネ

と能 管の 鋭 いア タ ックによ り緊迫感 が ま とめ られ てい

る。「所作 」は、 桶胴 ・祭 り太 鼓 ・当 り鉦 ・木魚 ・締 太

鼓 など と三絃-箏 類の 楽 しい リズムにの り尺 八 ・篠 笛

とソプ ラ ノの ヴ ォ カりーゼが 軽やか な リズム を歌 う。

(昭和52年)
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(3)創 案の特性

(1)感情語と運動の分析

昭和28年 から昭和37年 までに創案, 作曲, 制作

され, その後2～5回 再収録 された48曲31)の解説

文の中から, 感情 と運動が関連 して書かれている

文節を抽出 し, 後に松本が提出 した7 Motives の基

準32)に従って分析 した。 このうち, 発達別の特徴

が顕著である14曲 を抜粋 し(表4)次 に考察する。

発達別にみると, 幼 ・小(低)で は, 楽 しい

Motive (以下Mv.)を 基調に, 躍動的なMv。流れ

るようなMv.へ と拡が りをもつことが読み取れる。

(「ことりごっこ」「おてつだい」)こ れらの持つ,

細かさ, 弾み, 速さ, 力強さに加えて,「動物園」

「乗 り物ごっこ」に見られるように, 速度を落と

して重厚感 を持つ厳かなMv.へ の挑戦もされてい

る。

小(中 ・高)で は, 楽 しいMv.流 れるような

Mv.鋭 いMv.躍 動的なMv.厳 かなMv.寂 しいMv.

の順に頻度が高 く, その差が少ない(学 会発表資

料参照)。 「花火」「ネオンサイン」 にみられるよ

うに, 楽 しいMv.躍 動的なMv.の 傾向をもつもの,

「機械」「四季のスケ ッチ」のように, 鋭いMv.

と, 楽しいMv.流 れるようなMv.を 対比的に取 り

込んでいるもの,「 自然の威力」の ように, 鋭い

Mv.と, 寂 しいMv, の対比で, 動 きのフォーム,
エネルギーの両極がみ られるものがある。 さらに,

「こんちゅうの世界」のように, -曲 の中に, 流

れるようなMv.-鋭 いMv., 楽 しいMv.躍 動的な

Mv.-寂 しいMv.の ような, 対比 と差を多 く取 り

入れた変化のあるもの もある。

中 ・高では, 流れるようなMv. を基調に, 楽 し
いMv. 鋭いMv. 躍動的なMv. 厳かなMv. 寂 しいMv.

と拡が りをみせ(学 会発表資料参照), その多 く

は鋭いMv. 一 流れ る よ うなMv. -楽 しいMv.

(「海底の幻想」), 寂 しいMv.一 流れるようなMv.
-楽 しいMv. (「自然風物詩」), 鋭いMv.-厳 か

なMv. 一流れるようなMv. (「花」), 厳かなMv.
-寂 しいMv. 一流れるようなMv. (「私たちの詩

集」)の ように, 異なる Motive の対比 を際立たせ

た曲が多い。

このように, 舞踊のための音楽として創案され

た楽曲解説には, 初期の10年 の間に既に, 運動と

情調の拡が りに, 発達による明確な差異をもつ多

方向性をみせ, 後に, 研究的に実証された7Mo-

tives は, 経験的には, 既にこの期に把握 されてい

たと認め られた。

(習作)愛 〈コンポジション>6'45"

課題を与えようとするとき、「愛」 という言葉として与

えるとき、ある空間、ソロやデュエットとして条件 を与

えるとき、あるいは、物体のような装置や道具を与える

ときなど、いろいろな角度から、創-る意欲を刺激 し、ま

た、既にもつ枠組をの りこえられるような課題を与える

必要がある。モ-グ ・シンセサ イザーを用いたこの音楽

は、その一つの課題の与え方 となるだろっ。

指導のための ヒント

1.音 楽 をきいて、 イメ-ジ をもたせる。

2.自 分たちの主題 をもつ。

3.主 題に関連する性箔をもった動 きを出しあう。

4.習 作 「OO」 とし、それをつらぬ く表現の中核 をき

め る。

5.全 体のはこび、群化のしかた、空間の処理などのあ

らましを、みとおせ る限 りみ とおす。

6.主 題にふ さわしい、新鮮 な動 きをみつける。

7.音 楽に同調し、音楽に対立 し、踊リとしていきるよ

うにつかいこなす。

注 意

モーグ-シ ンセサイザー

これは電子楽器であって電子的に音を創 リ、従来の

楽音だけでな く、あ らゆる音を創り出す可能性をもっ

ている。電子的に求め る音のピッチを決定 し、その波

形を変化させ いろいろな音色を合成することができる。

モーグは、製作者の名である。他にアープ ・シンセサ

イザーなどが知 られている。この機械の総称をミュ-

ジ-ノクシンセサ イザ-と いう。

(昭和52年)
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表4)感 情語と運動の分析(解 説用語分類)
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(2)作風へのヒント

舞踊発想に基づいた楽曲の構成には, 創案者の

構成への見通 しが反映されている。解説の記述上

にみられるはこびは, パー トの性格を明確 に示 し

ながら, これを連続 させ ることで全体 としての筋,

作風をもつことにつながる。

い くつかの事例 についてみると, 例えば,「小

鳥ごっこ」33)では, 『小鳥が楽 しそうに飛びまわっ

て-親 鳥は, えさを運んで一いっしょうけんめい

になって飛び方の練習 を-親 鳥といっ しょに楽し

そ うにとびまわって』34)と, 短 く描写的な小鳥の

様子の変化 を続けることで-一連のはこびを感 じさ

せ, 全体の見通 しがつき, 「変化する自然」35)では,

『何かが胎動 し, 誕生する-新 しい生命をもった

ものの飛翔-事 件, 挫折, 永い眠 り一永い眠りの

後に次の新 しい生命がより一層華麗に生まれる』鋤

と, 自然の観察か らの写実的表現 を, 音楽の助け

を借 りて起伏に富んだ筋道 をもってはこぶことで

劇的な作風へ と導いている。「時計屋 さん」37)では,

『正確な時計-こ われた時計一なおった時計』38)

の表現を, 速度変化を持ち込みなが ら堅い感 じの

動きで小グループでおこなうという, 動 きの変化,

連続によって構成的な作風 をもつ。

さらに, 対象者の発達 に伴い,「水の点描」39)で

は, 『ぽつぽつ落ちる(水 滴)-輪 をひろげる(波

紋)一 渦をまいて飛びちる(水 の転変)』40)と, 水

の様々な局面の写実 的表現 を, 感情 とオーバー

ラップさせながらはこび, 動 きの中か ら自然にわ

き出す感情の表現 を可能にし,「海底の幻想」41)で

は, 『神秘な美 しさをみせる珊瑚樹一光の屈折と

深海魚の群一海底漫歩(幻 想の世界を求めて)』42)

と, 日常 とは異なる幻想的な表現を, 叙情的には

こぶ。「うたこえ」43)では, 絶えざる平和への祈り

を長い歴史を辿 ってきた人類の声を用いて 『主題

となるメロディーが。それは-男 声が唱和 しまし

た。それは-女 声 も唱和 しました。』44)とはこび,

抽象の世界へ も導いている。また,「動きの抽象」45)

では, 『透明な世界-歪 曲した世界一 間合いの世

界-不 協和 の世界』46)と, 抽象の世界から精神性

を包含 して, 動 きで感覚的に捉えてゆ くはこびを

示 している。 「絵画の印象」47)は,『鳥獣戯画(風

刺)-墨 絵(枯 淡, 簡雅)一 ゴッホ(激 しさ)-ミ

レー(祈 り)一 ドガ(華 やか, 哀愁)』48)と, 絵画

の持つイメージを感覚 し, それぞれの持つ象徴性

を引出し, かけあわせてはこぶという手法を示 し

ている。

より, 舞踊の特性 に着目した創案 としては,

「風紋」49)の解説 『一連の動 きが呼吸するように
…, 大 きなうねりの中に, 小 さなうね りがいくつ

も含まれて, 全体 として大きい流れをつくる舞踊

の構造の性質を強調 し…』50)とあるような, 創案

者の要望による, 息つぎの長い切れ目のない音楽

への切 り込みもなされ, 舞踊の側から作曲家を触

発するような試みがなされている。

このように, 創案 を全体の構成=は こびという

観点からみるとき, 作風51)として, どのような創

作の結実一作品化が予想 されているかが示 されて

お り(表5), 小学生の段階では, 音楽の構成に

のった, 短い描写 ・写実的表現か ら筋を持つ劇的

はこびへの創案であり, 中 ・高では, 写実的なも

のから, 叙情, 抽象, 感覚的なものへ と舞踊運動

のもつ特殊性への気づ きと共に, 作風にも拡が り

をもたせた創案であることがわかる。

3.ま とめとして
"舞踊を創る"た めに創案, 作曲された研究対

象曲は, 531曲(再 収録を含む。オリジナル曲266

曲)に のぼる。創作ダンスの普及, 覚醒が急務で

あったと考えられる昭和28年 から昭和37年 までの

10年 間は, 毎年制作 ・発売され, その後も4, 5

年ごとにコンスタン トに制作されている。これら

は, 舞踊創出のための音楽として, 創案者の意図

に則 し, 個性ある多 くの作曲家, 制作者の良い連

携のもと, 対象者の成長の柱 にそった創案内容 を

もつものと認められた。

即ち, 創案曲のタイトル分類上にみる発達別の

傾向は, 楽曲解説における運動 と情調の多方向性

や, まとまり感のある作品へ とスムースにもちこ

む構成への見通 しをもつと認められ, また, 解説

上にみる部分は相互に対立的, 補完的関係 をもち,

音楽についても, ある部分 を取 り出しても, そこ

に内包された気分 を持って踊 りぬけるように配慮

されている。児童 ・生徒の発達にしたがって短い

描写から, 関連する段落(形 式)へ, 筋をもつは

こび, ひいては作風への暗示がなされていること

が明らかにな り, 即ち, 部分 と部分の総和以上の

ものとしての全体性の原理が生かされているとい

えよう。

これらは, 創案者が, 舞踊に生かす音楽の基底

をなす性格 として次のように述べていることを考

表5)作 風の事例

(作 風 の凡例 は, 松 本の check list (3)を参 照, 選択 した)
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え合わせるとき, 本研究で明らかにした創案の特

性が, より意味深い ものとなる。 つ ま り,『…

もっと創造活動の根底にふれた性格 として, …音

楽の性格をいか して活用すべ きだということ…』52)

が重要であ り, 楽曲の側からその性格 を一つの気

分(mood)を 持 ち, 力性-発 想をもち, 構造 を

もっていると分析 していること, また 『…さらに

それ自体, 作者の感情の表現です。 これらの着想

に接することは, 多 くの示唆と暗示をもたらす』紹)

と述べていることを考 え合わせたとき, 舞踊の側

からこれらに対応する要因-動 きのイメージ, 動

きの起伏, 主題, 全体の構成などに児童 ・生徒が

気づ き, 感受するような, 舞踊 と音楽の共通の性

格を把握 したうえでなされた創案であ り, 解説で

あると認め られた。

さらに, 楽曲は, 洋楽器のみならず, シンセサ

イザー, 多種の和楽器, 人の声など変化に富んだ

音構成で作曲, 演奏され, 加えて, 音刺激だけで

はなく, 絵画, 彫刻などの写真 によって多面的な

創造力の開発を意図 した, 舞踊, 音楽と関連諸表

現 とのコラボレーションへの試みもされているこ

と, 舞踊運動の特性を生かす観点から作曲の要望

をし, 音楽の側をも触発 した創案であることも,

注目に価すると思われる。

以上のように, 舞踊の教育経験 と理論, 研究の

蓄積, これに加えて音楽的素養, 感性 を持った創

案者にしてなされた, 大いなる開拓 として, これ

ら, 研究対象とした舞踊発想 と創作のための音楽

および解説は, 舞踊教育史上に意義のある業績 と

考えられる。

今後, 残された課題 としては, 音楽の側からの

よ り精緻な分析があげられる。 また, 運動 とイ

メージを繋 ぐアングルとして"表 現の手引 き-指

導のためのヒント""動 きのヒン ト-は こびのヒ
ン ト"の ように示 された具体を通 して松本の芸術

教育観を明らかにすること, さらに, 創案曲を,

指導者, 学習者がどのように活用し, ダンス創作

や作品に生かしたかを検証 してい くことも, 本研

究の課題 と考えている。

本研究にあたり, 日本コロムビア井上英二氏, 相場了先生に, 

貴重な資料をご提供いただき, 作曲家越部信義氏には, インタ

ヴューに応じていただきました。心より感謝申し上げます。最

後に, 多くの資料, 御教示をいただきました松本千代栄先生御

本人にも重ねて感謝申し上げます。
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い て の 詳細 は, 第48回 舞 踊 学 会 発 表 資料PP.13-14

参 照

35)36)レ コ ー ド 「変 化 す る 自然 」(作 曲, 冨 田勲)

解 説 よ り, K138, 昭 和46年

37)38)レ コ ー ド 「時 計 や さ ん 」(作 曲, 越 部 信 義)

解 説 よ り, K136, 昭 和46年

41)42)レ コ ー ド 「海 底 の 幻 想 」(作 曲, 冨 田勲)解

説 よ り, BK120, 昭和37年

43)44)レ コ ー ド 「う た こ え」(作 曲, 宅 孝 二)解 説

よ り, BKI24, 昭 和37年

45)46)レ コ ー ド 「動 きの 抽 象 」(作 曲, 宅 孝 二)解

説 よ り, AK560, 昭和28年

47>48)レ コ ー ド 「絵 画 の 印 象 」(作 曲, 冨 田 勲)解

説 よ り, AK559, 昭和28年

49)50)レ コ ー ド 「ダ ンス 学 習 法III, 風 紋 」(作 曲,

佐 藤 允彦)解 説 よ り, EE3048, 昭和56年

51)こ こで い う"作 風"は, 舞 踊 用 語 研 究 の 後 に, 松

本 が 作 定 した3段 階 の check list((1)運 動 一 感 情 の

型 を み る 時 ・空 ・力 性 の18語, (2)運 動-感 情 の 質

を見 る形 容 語42語, (3)運 動 の よ り全 体 的 な表 象 ・

象 徴 性 を見 る12語)の, (3)を 参 考 に し た。 な お,

追 跡 研 究 と して, 松 本, 本 間;「 舞 踊 作 品 研 究-

事 例 研 究 」 舞 踊 学 第3号, 1980, 松 本; Movement

and Symbol-A comparative analysis of CHHAU dance

styles, Dance and Music in South Asian Dramas The

Japan Foundation, Academia Music LTD。1983.な ど

が あ る。

52)53)松 本 千 代 栄 「創 作 指 導 覚 え 書(8)」 体 育 科 教 育,

12巻1号, 昭 和39年
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